































































































におけるメンバーの活性化の問題を視覚的に捉えるため、2 次元図（I-I chart：Identification- 
Indifference chart、図 1）を提案している。図 1 において、活性化されたメンバーは無関心度指数が

























高橋（1993）は、組織活性化の議論を I- I chartにより視覚的に展開し、その理論的基盤を与えて
いるが、どちらかと言えば、議論の主眼は組織よりもむしろメンバーの活性化の問題に当てられてい
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